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Abstract
  "The Nine Chapters on the Mathematical Art" was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of "Suan-shu shu." The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu-Hui（劉徽） and Li Chunfeng（李
淳風） from the viewpoint of our previous work on "Suan-shu shu." 
  This is the ﬁfth article based on our research and results, in which we studied problems 1 









Translation and Annotation of “The Nine Chapters 
on the Mathematical Art（九章算術）” Vol. 5
BABA Rieko　







注：    （ 1）「粟」はもみ殻のついた穀物。「米」は精米度合いによって名称が異なる。今、
この「粟」「米」をもって多くの穀物の代表として章名に用いた。










































注：    （ 4）粟は別表の粟系統の穀物で未精米のもの。系統については14）「程禾」の注 1）
参照。
　     （ 5）糲米は脱穀した粟。『説文解字』七篇上には「糲、粟重一 為十六斗太半斗、




　     （ 6）粺米は 9分舂で精白された粟。『説文解字』七篇上に「粺、毇也」とあり、段注に「粺
者糲米一斛舂為九斗也」とある。『睡虎地秦簡』や『算数書』では「粺米」はなく、
「糳米」がそれに対応した用語として用いられている。
　     （ 7）糳米は 8分舂で精白された粟。『説文解字』七篇上に「糳、糲米一斛舂為八斗曰糳」
とあり、段注に「此糲米亦兼粟米言也。…糲米一斛舂為八斗也、与九章算術、毛
詩鄭箋皆合然。…」とある。







　     （ 9）小 は細かいむぎこ。『広雅』釈草「小麦、麳也」。9）李籍音義「音敵。麦屑也。







　　 （1 2）粺飯は粺米を用いた飯。       
糳飯は糳米を用いた飯。        
御飯は御米を用いた飯。
　　 （1 3）菽は大豆。『毛詩』小雅「采菽」の「采菽采菽、筐之筥之」の鄭箋に「菽、大豆也」









　　 （1 5）豉は塩につけて熟成させた豆。『説文解字』七篇下「豉、俗 、从豆」。『説文解字』
七篇下「 、配塩幽尗也」。

































































































































らば、粟 1斗は糲米 3―5斗にあたることがわかる。 5を分母とし、 3を分子とする。粟
をもって糲米を求めようとするならば、分子を掛けて、分母で「報除」するのである。
となれば、「求める所の率」は常に分母となる。

















 計算は、10×3÷5 = 6、よって粟 1斗は糲米 6升となる。
訳： 今、粟 1斗があり、糲米に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、糲米 6
升となる。術にいう、粟から糲米を求めるには、これを 3倍して、 5で割る。
九章算術
①粟系統の穀物 粟 糲米 粺米 糳米 御米 糲飯 粺飯 糳飯 御飯
50 30 27 24 21 75 54 48 42
②稲系統の穀物 稲
 60
③麦・豆類系統の穀物 小 大 菽､荅､麻､麦 糱 豉 飱 熟菽
13.5 54 45 175 63 90 103.5
睡虎地秦簡
①粟系統の穀物 (禾)粟 糲米 糳米 毇米
50 30 27 24





①粟系統の穀物 (禾)粟 糲米 糳米 毇米
50 30 27 24





①粟系統の穀物 粟 糲 糳 毇
50 30 27 24






[6]臣淳風等謹按､ 都術､ 以所求率乘所有數､ 以所有率爲法｡ 此術以粟求米､ 故粟爲所有





















注：   （3 8）計算は、21×27÷50 = 1117―50、よって粟 2斗 1升は
粺米 1斗 1 17―50升となる。
訳： 今、粟 2斗 1升があり、粺米に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、粺















注：   （3 9）計算は、45×12÷25 = 21 3―5  、よって粟 4斗 5升は
糳米 2斗 1 3―5 升となる。
訳： 今、粟 4斗 5升があり、糳米に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、糳
米 2斗 1 3―5 升である。
　　術にいう、粟から糳米を求めるには、これを12倍して、25で割る。
[8]臣淳風等謹按､ 糳米之率二十有四､ 以爲率太繁､ 故因而半之｡ 故半所求之率､ 以乘所



















注：   （4 1）計算は、79×21÷50 = 33 9―50、よって粟 7斗 9升は御米 3斗 3
9―50升となる。
訳： 今、粟 7斗 9升があり、御米に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、御







注：   （42）計算は10×27÷100 = 2 7―10、よって粟 1斗は小 2
7―10升となる。
訳： 今、粟 1斗があり、小 に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、小
2 7―10升となる。
　　術にいう、粟から小 を求めるには、これを27倍して、100で割る。
[9]臣淳風等謹按､ 小 之率十三有半､ 半者二爲母､ 以二通之､ 得二十七､ 爲所求率｡ 又







注：   （4 3）「半」がある場合の計算方法。13 1―2 を通分すると、27という値がでる。これを
「求むる所の率」とする。粟の率（有る所の率）についても同様に 2で通分すると、
100という値がでる。このように値を整えてから計算することを説明する。










注：   （44）計算は98×27÷25 = 10521―25、よって粟 9斗 8升は大 10斗 5
21―25升となる。
訳： 今、粟 9斗 8升があり、大 に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、
大 は10斗 5 21―25升となる。
　　術にいう、粟から大 を求めるには、これを27倍して、25で割る。














注：   （4 6）計算は23× 3 ÷ 2 = 34 1―2 、よって粟 2斗 3升は糲飯 3斗 4升半となる。
訳： 今、粟 2斗 3升があり、糲飯に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、糲
飯 3斗 4 1―2 升となる。
　　術にいう、粟から糲飯を求めるには、これを 3倍して、 2で割る。
[11]臣淳風等謹按､ 糲飯之率七十有五｡ 粟求糲飯､ 合以[一]此數乘之｡ 今以等數二十有五


















注：   （48）計算は36×27÷25 = 3822―25、よって粟 3斗 6升は
粺飯 3斗 8 22―25升となる。
訳： 今、粟 3斗 6升があり、粺飯に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、粺














注：   （50）計算は86×24÷25 = 8214―25、よって粟 8斗 6升は
糳飯 8斗 2 14―25升となる。
訳： 今、粟 8斗 6升があり、糳飯に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、糳














注：   （51）計算は98×21÷25 = 82 8―25、よって粟 9斗 8升は御飯 8斗 2
8―25升となる。
訳： 今、粟 9斗 8升があり、御飯に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、御
























注：   （5 3）「少半」は 3分の 1を示す語。『雲夢秦簡』傳食律179-180に「御史卒人使者、
食粺米半斗、醬駟（四）分升一、釆（菜）羹、給之韭葱。其有爵者、自官士大夫以上、
爵食之。使者之從者、食 （糲）米半斗、僕、少半斗」とある。




　　 （5 5）「太半」とは 3分の 2のこと。『雲夢秦簡』倉律43に「爲粟廿斗、舂爲米十斗、
十斗粲、 米六斗大半斗。麥十斗、爲 三斗。菽、荅、麻十五斗爲一石。●稟 粺者、
以十斗爲石」とある。 
　　 （5 6）計算は41 2―3 × 9 ÷10 = 37
1―2 、よって粟 4斗 1
2―3 升は荅 3斗 7
1―2 升となる。
　　 （5 7）計算は50 2―3 ×
9 ÷10 = 45 3―5 、よって粟 5斗
2―3升は麻 4斗 5
3―5 升となる。
　　 （5 8）計算は108 2―5 × 9 ÷10 = 97
14―25、よって粟10斗 8




訳： [一一]今、粟 3斗 1―3升があり、菽に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、
菽 2斗 7 3―10升となる。
　　 [一二]今、粟 4斗 1 2―3
升があり、荅に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにい
う、荅 3斗 7 1―2
升となる。
　　 [一三]今、粟 5斗 2―3
升があり、麻に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、
麻 4斗 5 3―5
升となる。
　　 [一四]今、粟10斗 8 2―5
升があり、麦に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにい
う、麦 9斗 7 14―25升となる。
　　術にいう、粟から菽・荅・麻・麦を求めるには、皆これを 9倍して、10で割る。
[15]臣淳風等謹按､ 四術率竝四十五､ 皆是爲粟所求､ 倶合以此率乘其本粟｡ 術欲從省､ 先













































注：   （63）計算は78×63÷50 = 98 7―25、よって粟 7斗 8升は
豉 9 斗 8 7―25升となる。








注：   （64）計算は55× 9 ÷ 5 = 99、よって粟 5斗 5升は飱 9 斗 9 升となる。
訳： 今、粟 5斗 5升があり、飱に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、飱 9
斗 9 升となる。
　　術にいう、粟から飱を求めるには、これを 9倍して、 5で割る。
[17]臣淳風等謹按､ 飱率九十､ 退位｡ 與求稻多同｡
訓読 ：臣淳風等謹みて按ずるに、飱の率九十、位を退く。稲を求むると多く同じ（65）。
訳： 臣淳風等謹んで按じますに、飱の率は90なので、位を下げて（ 9にして、粟率を 5に
する）。稲を求める場合と殆ど同じである。








注：   （66）計算は40×207÷100 = 82 4―5 、よって粟 4斗は熟菽 8斗 2
4―5 升となる。
訳： 今、粟 4斗があり、熟菽に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、熟菽8
斗 2 4―5 升となる。
　　術にいう、粟から熟菽を求めるには、これを207倍して、100で割る。
















注：   （67）計算は20× 7 ÷ 2 = 70、よって粟 2斗は糱 7 斗となる。
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注：   （68）計算は155 2―5 × 5 ÷ 3 = 259、よって糲米15斗 5
2―5 升は粟25斗 9 升となる。
訳： 今、糲米15斗 5 2―5 升あり、粟に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、粟
25斗 9 升となる。
　　術にいう、糲米から粟を求めるには、これを 5倍して、 3で割る。
[20]臣淳風等謹按､ 上術以粟求米､ 故粟爲所有數､ 三爲所求率､ 五爲所有率｡ 今此以米求




























注：   （73）計算は20×50÷27 = 37 1―27、よって
粺米 2斗は粟 3斗 7 1―27升となる。











注：   （74）計算は30 1―3 ×25÷12 = 63
7―36、よって
糳米 3斗 1―3升は粟 6斗 3
7―36升となる。

























訳： 今、稲12斗 6 14―15升があり、粟に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、


































注：   （78）計算は64 3―5 ×5÷ 2 = 161
1―2 、よって糲米 6斗 4
3―5 升は糲飯16斗 1 升半となる。
訳： 今、糲米が 6斗 4 3―5 升あり、糲飯に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、
糲飯16斗 1 1―2 升となる。
　　術にいう、糲米から糲飯を求めるには、これを 5倍して、 2で割る。
[22]臣淳風等謹按､ 糲飯之率七十有五､ 宜以本糲(飯)[米][一]乘此率數｡ 術欲從省､ 先以



















注：   （79）計算は76 4―7 × 6 ÷ 5 = 91
31―35、よって糲飯 7斗 6
4―7 升は
飱 9 斗 1 31―35升となる。
訳： 今、糲飯 7斗 6 4―7 升あり。
飱に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、飱
9 斗 1 31―35升となる。
　　術にいう、糲飯から飱を求めるには、これを 6倍して、 5で割る。
[23]臣淳風等謹按､ 飱率九十､ 爲糲飯所求､ 宜以(飱)[糲飯][一]乘此率｡ 術欲從省､ 先以
等數十五約之､ 所求之率得六､ 所有之率得五｡ 以此故六(除)[乘][二]五除也｡
校訂 ：［一］郭書春云う「聚珍版・四庫本案「此句誤。当云『宜以糲飯乘此率』」。其の後
の諸本は従う」と。今、郭氏の校訂に従う。














注：   （80）計算は10×23÷10 = 23、よって菽 1斗は熟菽 2斗 3升となる。
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注：   （8 1）李淳風が提起する「所求之率」11半と「所有之率」 5は、熟菽の率103半と菽














注：   （82）計算は20×7÷ 5 = 28、よって菽 2斗は豉 2 斗 8 升となる。





















注：   （83）計算は86 3―7 × 3 ÷10 = 25
13―14、よって麦 8斗 6
3―7 升は小 2斗 5
13―14升となる。
訳： 今、麦 8斗 6 3―7 升がある。小 に換えたい。問う、どれだけとなるか。答えにいう、
小 2斗 5 13―14升となる。
　　術にいう、麦から小 を求めるには、これを 3倍して、10で割る。







注：   （8 4）ここで約分する両者の比率は、あらかじめ 2で通分したものであり、小  = 
27―2 、麦 = 
90―2 の値となる。ここで27と90の比率を得、これを 9で約して 3と10の
比率を得ている。













　　術にいう、麦から大 を求めるには、これを 6倍して、 5で割る。
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